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－友禅染とゴム－

友禅染は江戸時代に京都で扇絵師として活躍していた宮

崎友禅斉が始めたもので，友禅は彼の名前からとられてい

ます．日本の代表的な伝統工芸である京友禅や加賀友禅の

着物は美しくあでやかで世界に誇れる技です．友禅染の模

様をくいいる様にじっと見ると，模様には白い輪郭がある

ことに気がつきます．これは友禅染の特徴の一つである

“いとめ（糸目）”と呼ばれる，糊置きの跡です．友禅染の

工程はゴム製品製造にひけをとらない多くの細かい作業工

程に分かれます．以下ざっと説明します．

下絵作業；絹100％の白生地に下絵職人が青花液をつけ

た筆で下絵を書きます．青花液は紫露草を絞って作られま

す．水で洗うときれいにとれるので下絵書きには絶好です．

糊置き作業；染色するときに地の色が染まらないように

防染する作業です．糊置きには２種類あります．下絵の線

の上に置く“糸目糊置き”と模様の部分を覆う“伏せ糊置

き”です．現在糸目糊置きにはゴム糊が多く使われていま

す．京都伝統産業工芸会会長吉田氏によると，京都では昭

和初期頃から使われるようになったとのこと．当初は天然

ゴムを揮発油に溶かし，松やにを加えてゴム糊としたもの

でした．今は天然ゴムに変わって合成ゴムが用いられてい

ます．一昔前までは職人さんがそれぞれ秘伝の配合を持っ

ていらっしゃったそうです．ゴム糊を筒紙にいれ，細く押

出しながら下絵の線の上に置いていきます．まさに職人技

です．ゴム糊以前はもち米を蒸したものを糊のベースとし

たそうです．伏せ糊はもち米の糊ベースに糠を加えて粘り

を調整したものが使われています．

その後，引き染めで模様以外の地の部分を染め，色挿し

で模様の部分を染めます．更に，蒸し，水元，地直し，加

飾仕上げ，…と複雑な作業が進められます．

ところで，天然ゴム（NR）は，コロンブスによって西ヨ

ーロッパに紹介された後，19世紀にイギリスでレインコ

ートに使用されたのは有名な話です．NRをテレピン油に

溶かした液体を布に引いて表面にはっ水性を持たせたので

す．テレピン油は主に松やにから得られる精油で，ゴム用

語辞典によるとα―ピネンが主成分です．沸点は155～

180℃ですから，テレピン油にNRを溶かしたものはまさ

にゴム糊状態だったと思われます．

ゴム引き布という全く新しい素材を使って作られたレイ

ンコート（C. Macintosh製造・販売）は時代の最先端をいく

ファッションで，流行に敏感で粋な人々にもてはやされた

そうです．それと同じゴム糊技術が日本の伝統工芸という

雅の世界で今も脈々と受け継がれています．友禅染用のゴ

ム糊は，阪神淡路大震災以前はその多くが神戸で造られて

いました．今は大阪へと製造拠点は変わっているそうです

が，その道の達人が造り続けて伝統工芸を支えています．
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